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アフリカ子どもの本プロジェクト(JACBOP) 

2016年度活動報告 
 

１、概況 

 アフリカ子どもの本プロジェクトも結成 13 年目を迎えました。毎月定例の運営会では、ドリームライブ

ラリーのことや、お薦め本の選定など、さまざまなことについて話し合っています。ブログやフェイスブッ

クでの発信も続けています。また、ウェブサイトを刷新したことで、興味をもって見てくださる方も増えた

のではないかと思っています。日本の子どもたちにアフリカの文化や子どもたちのことを伝えるための「ア

フリカを読む、知る、楽しむ子どもの本展」は、公共図書館の運営が外部委託になったり、予算が削減され

たりしたこともあり、開催希望団体がなかなか増えない現状があります。それでも４箇所で開催することが

でき、好評だったという声をいただいているので、さらに広報に努めて開催地を増やせるようにしたいと思

っています。 

 ケニアのドリームライブラリーについては、支援した教科書が届いて子どもたちが喜んでいる写真なども

ブログに載せたので見てくださった方も多いと思います。細かい問題もいろいろと発生していますが、その

都度話し合って解決を図っています。 

 支援グッズも、沢田としきさんの絵がついた布バッグとマスキングテープの 2 点を追加して販売中です。 

 事務局員のいない、ささやかなグループのゆっくりした歩みですが、今後ともどうぞ見守っていただけれ

ば幸いです。 

 

 

２、会員数 

 2015 年度末の会員数は 111 名、2016 年度末は 109 名となりました。 

 

 

３、2016 年度活動報告(2016.4－2017.3) 

 

３－１ 運営会の開催 

 毎月 1 回運営会を持ち、アフリカへの支援、選書や図書展、イベント等の打ち合わせを行いました。 

 

３－２ ドリームライブラリー等の支援 

 

３－２－１ ケニアのドリームライブラリーについて 

 エンザロとシャンダにある二つのドリームライブラリー（子ども図書館）は、2015 年度までは現地で活動

する NPO「少年ケニヤの友」およびケニアの NGO であるドレスチコと共同で運営してきましたが、「少年

ケニヤの友」の中心人物だった岸田袈裟さんの死去を受けてこの NPO が解散することになり、その支援で

活動していたドレスチコも解散することになったため、二つのドリームライブラリーを「アフリカ子どもの

本プロジェクト」が単独で支えなくてはならなくなりました。そこで 2015 年夏に 3 人のメンバー（佐藤、

細江、さくま）が現地に出かけてドリームライブラリー関係者と協議を重ねました。その結果を受けて、研

究フィールドが近い京都大学の松田素二先生の大変ありがたいご協力のもと、松田先生のお知り合いである

オディンガさんとモーニさんに、ライブラリアンの給料の送金や諸問題の連絡などを行ってもらうことにな

り、この二人がしっかりとその任務をこなしてくれています。 

 

 2004 年に設立したエンザロ･ドリームライブラリーは、週に６日（全日×５+半日×１）開館しており、年

間利用者数はのべ 8,800 人になります。2008 年に設立したシャンダ･ドリームライブラリーは、週に４日（全

日×３+半日×１）開館しており、交通も便利なところにあるので年間利用者数はのべ 3 万人近くにのぼり

ます。 

 ドリームライブラリー側から要望のあった教科書も購入し（写真①）、新聞もライブラリーに届くようにし

ました。他にもさらに教科関係の本を入れてほしいとかコンピュータやカメラの支給してほしいなどの要望
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が来ています。 

 

 ライブラリアンの毎月のお給料については、2016 年 4 月の段階で、エンザロのライブラリアンであるピ

ーターさんには 9000 シル（それまでは 8000 シル）、開館日の少ないシャンダのライブラリアンであるアイ

リーンさんには 4500 シル（それまでは 4000 シル）に昇給して支払っていましたが、その後 10 月にもう一

度昇給して、ピーターさんには 1 万シル、アイリーンさんには 5000 シルを支払うようになっています。こ

れも、支えてくださるみなさんのおかげでできたことです。 

 

 運営に関しては、現地の図書館委員会がそれほど機能しているとは思えません。委員会を開いたら議事録

をその都度送ってもらうようにお願いしていますが、まだ定期的には送られてきていません。エンザロでは、

トイレと壁の補修に資金が必要だというので合計 2 万 3000 シルを送りましたが、何か月たっても着工して

いなかったという問題や、新聞がきちんと届いていないなどの問題が発生しました。しかし現在は解決に向

かっています。 

 今後、ライブラリアンには年 1 度の蔵書点検をきちんとしてもらうこと、図書館委員会には委員会を開催

しているなら議事録をきちんと送ることなどをお願いしていきたいと思います。 

 

３－２－２ その他の支援 

 今年度はありませんでした。今後も会の活動として HP での活動報告を掲載し、それを見て、要請があっ

た時に送本するという形で続けていければと思っています。 

 

 

３－３ アフリカのことを知らせる活動 

「アフリカを読む、知る、楽しむ、子どもの本展」（プロジェクトおすすめの本約 120 点とパネルなどのセ

ットにした図書展。有償で貸し出し）は、次の 4 件の展覧会が開催されました。 

・展示本は発送の際の条件、展示会場の広さなどを考慮し、新しい本を中心に 120 冊程度に調整しました。

今回調整したのは、刊行年が古く情報が古くなっているもの、同じ作家で複数冊あるもの（残した本の書誌

カードに、外した本の情報を加えました）、同じテーマで複数冊あるものです。 

 

2016 年度は以下の 4 か所で開催されました。 

① 藤の瀬会館（静岡県藤枝市） 

7 月 17 日～18 日 主催：藤枝南ロータリークラブ 

② 国立オリンピック記念青少年総合センター（東京） 

8 月 19 日～20 日 主催：日本子どもの本研究会 

③ 世界の童話図書館（千葉県船橋市） 

 8 月 23 日～9 月 27 日 主催：世界の童話図書館 

④ 鹿児島県青年会館 ギャラリー艸舎（鹿児島県） 

 11 月 3 日～12 月 4 日 主催：鹿児島県青年会館 

 

①藤の瀬会館（静岡県藤枝市）（写真②） 

 藤枝南ロータリークラブ主催、藤枝子どもと本をつなぐ会有志共催により、7 月 17 日～18 日藤枝市本郷

の藤の瀬会館で開催されました。 

 ポリオ（小児まひ）撲滅に向けた募金活動にも取り組む同クラブが「絵本を通してアフリカを知ってほし

い」と企画したもの。この展覧会は、実行委員の江崎直利さんが絵本専門士養成講座でさくま代表の講義を

受けたことがきっかけで実現しました。会期中には、ひまわり畑内でのお話会も開かれ、絵本の読み聞かせ

のほか、手遊びや体操も行いました。 

 

②国立オリンピック記念青少年総合センター（東京）（写真③） 

 日本子どもの本研究会主催。8 月 19 日（金）～20 日（土）、国立オリンピック記念青少年総合センターで
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行われた第 48 回全国大会で、19 日記念講演「子どもの本を窓にして世界を知る」（さくまゆみこ代表の講演 

会場：カルチャ―棟・小ホール）とともに、センター棟・101 号室の広い会場で「アフリカを読む、知る、

楽しむ子どもの本展」が開催されました。大会の参加者はのべ 750 名。 

 

 全国から参加したたくさんの人たちにプロジェクトが選んだおすすめの絵本、児童書を手に取って読んで

いただけ、展示パネルなども見ていただけました。 

・ 会場では、絵ハガキやＴシャツなどの支援グッズを販売しました。特に、今大会前に作成した沢田としき

さんの絵がついたトートバッグとマスキングテープが好評でした。 

・ この展示を見られた方からの依頼で「歴史地理教育」（歴史教育者協議会）の 2017 年４月号より１年間、

「絵本で知ろう！ アフリカの国」という連載をすることになりました。 

 

記念講演 「子どもの本を窓にして世界を知る」 さくまゆみこ代表  （小ホール・定員 380 人） 

 さくま代表が翻訳した絵本や児童書などを中心にたくさんの本を紹介して、「『子どもの本を窓に』という

のはどういうことか」、「今、世界を知っておくことの意味って何だろう」、「翻訳作品が果たす役割」につい

て講演しました。参加者から、「本を手渡す意義を考えることができる機会となりました」という感想がたく

さん寄せられました。（下記に記載） 

※講演の報告…『子どもの本棚』（日本子どもの本研究会発行）2016 年 11 月号（№577）に掲載 

 

《参加者からの感想》 

・さくまゆみこさんのお話からアフリカのことが分かりました。 

・さくまゆみこさんの講演は内容豊富であっという間の時間でした。具体的に本を紹介して頂いてメモを取

る手が止まりませんでした。子どもたちに様々な世界を見て本の役割、可能性を再認識できました。 

・ダブル（ハーフ）の文化を持つ生徒の公立中にいるので、多文化を知る私たちにとっての窓でもある本を

たくさん紹介して頂き有り難いです。 

・アフリカに限らず、多文化、多様性を知ることの大事さを今の日本では本当に求められていると感じた。 

・子どもに「いろいろな窓を与える」ことの大切さを学びました。 

・講演は考えさせられることが多くありました。子どもたちに紹介したい本、伝えたい事、新しい引き出し

ができました。 

・本に対する情熱、本が広げる世界は限りないという話は、本を手渡そうとしている私に新たな思いを感じ

ました。ますますお話や本の種をまこうと思いました。 

・さくまさんの翻訳をしている本はたくさん読んで、特に絵本は高学年向けに読んでいます。高学年に向け

ては自分で考える絵本を作ってもらえる素材のような気がして、その翻訳家の方のお話がきけて、子ども

にもう一度本を手渡すときの思いの伝え方が変わりました。 

・講演を聴くことができて本当に良かったです。「今ここ」とは違う場所、違う時間が見える感が必要だとい

うお話に非常に納得しました。心に残る言葉がたくさんあり、大変ためになりました。 

 

③世界の童話図書館（千葉県船橋市）（写真④） 

   世界の童話図書館主催。８月 23 日～９月 27 日まで開催されました。延べ１５０人の方が来館。９月 24

日にはアフリカ音楽と絵本の読み聞かせ、お面作りワークショップも開催。プロジェクトからは紙皿を使っ

たお面作りのノウハウを提供しました。 

 

  ④鹿児島県青年会館 ギャラリー艸舎（鹿児島県）（写真⑤） 

 鹿児島県青年会館主催。「アフリカを知ることは地球を知ること」をキャッチコピーに、11 月 3 日～12 月

4 日アフリカに関する児童書とアフリカの写真などをギャラリーに展示しました。参加者は、子ども 304 名、

大人 379 名。 

 また、以下の関連イベントも開催されました。 

・11 月 12 日：おはなし会その 1、アフリカのはなし/ブックトーク、ドラムワークショップ 
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 参加者 子ども 69 名、大人 45 名。 

・12 月 3 日：おはなし会その 2（今後共和国）/ブックトーク、アフリカ料理にチャレンジ 

 参加者 子ども 32 名、大人 28 名。 

 

 

３－４ 「アフリカに関する児童書 おすすめリスト」の選書 

 

・ホームページの「おすすめの本」コーナー、「おすすめの本リスト PDF」には、2016 年 7 月までに選んだ

本が入っています。 

・今後はホームページの「おすすめの本」コーナーに、新しい推薦本の書誌を追加する作業をすすめます。 

・「アフリカを読む、知る、楽しむ子どもの本展」の展示本は、新しい本を中心に１２０冊程度に調整してい

ますが、ホームページにはこれまで選んだ推薦本全点を掲載しています。 

 

○2016 年度、選書会は５回開催。 

 15 冊を検討し、おすすめリストに入れることになったのは次の 5 冊です。 

 

 ４月  ７冊検討  

     『エジプト アフマド〜毎日がもりだくさん！』世界のともだち（常見藤代 写真・文 偕成社） 

 ５月  ３冊検討 

     『ゾウのこども』『ライオンのこども』サバンナを生きる 

     （ガブリエラ・シュテープラー 徳間書店） 

      →『ゾウのこども』をリストに入れ、『ライオンのこども』を解題にて書名を上げて紹介する。 

 ６月  ２冊検討  

 ９月  ３冊検討（２冊次回へもちこし） 

 11 月  ２冊検討（９月の持ち越し分） 

     『ボノボとともに 密林の闇をこえて』 

       エリオット・シュレーファー作 ふなとよし子訳 福音館書店 

     『君の話をきかせて アーメル』ニキ・コーンウェル作 渋谷弘子訳 文研出版 

 

○2017 年度に向けて 

・翻訳本の刊行点数自体が減っているためか、今年度はアフリカ関連本の刊行が減ったような気がします。

関連本の見落としがないよう、これまで以上に目配りし、選書会の時間を持っていきたいと思います。 

・選書会に出席できる人が限られて来ているので、来年度も地方の会員をはじめ、多くの方に本を読んでも

らい、意見をメール等で募り、選書に反映させたいと思います。 

 

 

３－５ 支援グッズの製作・販売 

・2016 年８月の子どもの本研究会展示に合わせて、トートバッグ 200 個とマスキングテープ 300 本を製作

しました。（写真⑥） 

・ どちらも沢田としきさんのイラストを使って、会員の沢田節子がデザインしました。 

・ 好評のため、マスキングテープは年度中に 300 本追加製作しました。 

・ HP からも注文できますので、ぜひご購入頂き、ご支援ください。 

 

○2017 年に向けて 

・ 絵はがきの在庫が少なくなっているため、新しいものを作る必要があるかどうか検討する。 

・ トートバッグも在庫少なくなっているので、再制作するかどうか検討する。 
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３－６ ホームページの更新  

 ホームページ http://africa-kodomo.com/では、ブログページで定例会の様子や日常的なご報告を、お知ら

せページで展示や会員関連の講演情報などもお伝えしますのでご覧ください。 

 他にインターネットでは、メールによるプロジェクト・ニュース配信と、フェイスブック

（https://www.facebook.com/africachildrenbooks）を利用しての情報発信を実施しています。 

 フェイスブックページでは、2017 年 4 月 15 日現在、「いいね！」をクリックして下さった方は 357 名。

ホームページとのリンクを含め、今後もホームページとフェイスブックの内容を充実していきます。 

 

 

３－７ 「プロジェクト・ニュース JACBOP NEWS」の発信 

 電子メールを使って、運営会の報告、新会員の紹介、ケニアのドリームライブラリーの様子その他を会員

向けに随時発信しました。 

  

 

４、2016 年度決算報告（2016.4.1～2017.3.31）（省略） 

 

 

５、2017 年度予算（2017.4.1～2018.3.31）(省略) 
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６、雑誌掲載等 

 

１）「アフリカ NOW」106 号（2016 年 10 月 31 日発行）アフリカ日本協議会  
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２）「歴史地理教育」2016 年 4 月号（863 号）絵本で知ろう！ アフリカの国① 「エンザロ村のかまど」 
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３）「Sosya News」2017 年 1 月 15 日 vol.39 新年号  鹿児島県青年会館 
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